	次にGEの株主に対する貢献について見てみましょう。実質損益資金（Cash利益の内部留保）は1997年の約3.5倍になりました。

配当額と自社株購入額からはイメルト氏の株主重視姿勢が見て取れます。株価は1997年の最高値$60が2009年は$15で低迷していますが、2009年の発行済み株式数は1998年の約3.5倍です。時価総額はかなり回復したといえそうです。

    2008年10月1日GEは$150億の増資を発表しました。リーマン・ブラザースが破綻したのが2008年9月15日ですから、機敏な決断だったといえます。業績に開くであろう穴を埋めるのには増資が最高の妙薬だからです。その増資額の内$30億はW.バッフェット氏率いるバークシャー・ハザウエイ社でした。これもまた機敏な対応でした。2010年3月11日の日経夕刊によればGEは来期の増配を検討中とのことです。

　　次にイメルト氏がCEOを引継いで以後、氏のビジョン実現のために固定投資が拡大しています。この固定投資が何年で回収できるか診てみよう。2008年はリーマンショックの年で、Cash利益はなかった。2002年は前年に前受金が大きかったのでCash利益は少なかったが、2001年と2002年を平均してみると、概ね妥当です。如何にイメルト氏が体質改善に積極的であったかを窺い知ることができます。10年を超過する回収期間は長い気がしますが、これからくるであろう投資が花開く時が楽しみです。
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P

回収期間

($百万)

期首期末平均 Cash利益

A/P

1997

1998

54,405 7,931 7

1999

62,415 9,522 7

2000

70,984 11,388 6

2001

79,868 12,389 6

2002

94,920 4,423 21

2003

110,792 8,373 13

2004

135,763 9,407 14

2005

157,055 10,065 16

2006

160,674 11,109 14

2007

167,150 15,180 11

2008

175,934 2,112 83

2009

187,427 11,380 16
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2008年はリーマンショックの年
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B

B/A

自社株

($百万)

当期利益

支払配当金 配当割合

(購入)売却

1997

8,203 3411 42% -2,815

1998

9,296 3,913 42% -2,819

1999

10,717 4,587 43% -1,002

2000

12,735 5,401 42% 469

2001

13,684 6,358 46% -2,435

2002

14,118 7,157 51% -985

2003

15,002 7,643 51% 726

2004

16,593 8,278 50% 3,993

2005

16,353 9,352 57% -4,844

2006

20,829 10,420 50% -8,554

2007

22,208 11,492 52% -12,319

2008

17,410 12,408 71% -1,249

2009

11,025 8,986 82% 623
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減価償却費

P

($百万)

損益資金A ＋B

＝Cash利益

1997

1998

6,170 1,761 7,931

1999

7,787 1,735 9,522

2000

9,663 1,725 11,388

2001

10,470 1,919 12,389

2002

2,224 2,199 4,423

2003

6,096 2,277 8,373

2004

6,874 2,533 9,407

2005

7,564 2,501 10,065

2006

8,485 2,624 11,109

2007

13,032 2,148 15,180

2008

-50 2,162 2,112

2009

9,069 2,311 11,380

